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「城田の山幸・響の海幸」いかがでしたか。 

点
 

札
 上

野
の
世
良
公
男
さ
ん
 

が
上
野
焼
の
窯
を
開
い
た
。
 

自
身
の
不
幸
を
乗
り
越
え
 

て
、
本
格
的
に
焼
物
と
取
 

り
組
ん
だ
の
が
二
年
前
。
 

上
野
焼
出
身
の
陶
芸
家
高
 

鶴
淳
一
さ
ん
の
元
で
修
行
 

を
積
み
、
こ
の
程
独
立
し
 

た
。
陶
芸
の
里
に
ま
た
新
し
い
息
吹
き
 

が
芽
生
え
た
▼
上
野
焼
は
現
在
町
内
に
 

二
十
八
窯
あ
り
、
匠
の
技
を
競
っ
て
い
 

る
。
昭
和
四
十
年
代
六
、
七
軒
で
あ
っ
 

た
窯
が
、
五
十
年
代
に
急
速
に
増
え
、
 

今
に
至
っ
て
い
る
。
最
近
ま
た
二
、
三
 

の
窯
が
増
え
そ
う
な
話
を
聞
い
て
い
た
 

が
、
世
良
さ
ん
の
開
窯
は
そ
の
走
り
で
 

あ
ろ
う
か
。
 
か
つ
て
上
野
焼
の
皆
さ
ん
 

に
窯
元
を
五
十
軒
に
増
や
す
よ
う
提
案
 

し
た
ら
、
良
い
顔
を
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
 

ま
す
ま
す
競
争
が
激
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
 

良
い
競
争
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
 

だ
▼
資
本
主
義
で
あ
れ
、
社
会
主
義
で
 

あ
れ
、
ど
ん
な
社
会
で
あ
れ
、
良
い
意
 

味
で
の
競
争
は
必
要
だ
。
良
い
ラ
イ
バ
 

ル
を
意
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
進
歩
が
 

あ
る
。
再
建
団
体
の
赤
池
町
も
今
、
比
 

較
財
政
運
営
論
を
実
践
体
験
し
て
い
 

る
。
常
に
良
き
ラ
イ
バ
ル
を
意
識
し
て
 

行
政
に
あ
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
▼
先
 

日

遠

洲

七

窯

を

回

 っ 
て
み
た
。
 

し
 

ど
 

ろ
 

ぜ
 

ぜ
 

志
戸
呂
焼
（
静
岡
県
）
、
膳
所
焼
（
滋
 

こ
 

そ
 

べ
 

あ
さ
 
ひ
 

賀
県
）
、
古
曽
部
焼
（
大
阪
府
）
、
朝
日
 

あ
か
は
だ
 

焼
（
京
都
府
）
、
赤
膚
焼
（
奈
良
県
）
、
 

と
回
っ
て
み
て
、
本
当
に
上
野
焼
も
遠
 

洲
七
窯
の
ー
つ
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で
 

き
た
。
良
い
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
た
い
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
い
捨
て
の
時
代
 

と
呼
ば
れ
る
現
在
、
資
源
を
食
い
つ
ぶ
 

し
、
再
利
用
で
き
る
も
の
ま
で
、
わ
ざ
 

わ
ざ
大
切
な
石
油
を
使
っ
て
灰
に
し
て
 

い
ま
す
。
 

使
い
捨
て
と
省
ェ
ネ
と
は
、
お
互
い
 

相
反
す
る
も
の
。
 
省
ェ
ネ
を
唱
え
な
が
 

ら
、
一
方
で
は
使
い
捨
て
を
奨
励
す
る
 

世
の
中
の
動
き
に
大
き
な
矛
盾
を
感
じ
 

×
童
謡
ま
つ
り
m

赤
池
の
先
陣
を
き
っ
て
「
わ
が
町
あ
か
ツ
 

け
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
赤
池
町
地
区
公
民
館
連
合
会
（
太
田
 

荒
喜
会
長
）
の
主
催
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
集
ま
っ
 

た
空
き
缶
は
何
と
ノ
三
万
五
千
個
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
四
十
台
分
 

ら
空
き
缶
に
つ
い
て
少
し
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
た
。
 

×
 

の
ど
の
渇
い
た
と
き
、
グ
ー
と
 

飲
む
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
。
で
も
 

飲
ん
で
し
ま
え
ば
山
 

一
 
!
 

ん
だ
の
空
き
缶
o

一 

無
ト
か
靭
r
剥
‘
 

あ
な
た
…
そ
の
カ
エ
き
缶
ど
ー
つ
し
 

ず
か
ご
に
直
（
何
で
す
か
。
そ
 

れ
と
も
道
路
や
カ
ェ
き
地
に
ポ
イ
 

で
す
か
、
そ
れ
で
は
困
る
ん
で
 

美
観
を
損
一
っ
し
、
け
が
も
 

ま
た
、
カ
エ
き
缶
は
不
要
な
ゴ
ミ
 

サ
イ
ク
ル
が
叫
ば
れ
て
い
ま
 

ま
す
。
で
も
、
 
一
人
一
人
が
使
い
捨
て
 

を
ほ
ん
の
少
し
我
慢
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
 

す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

が
節
約
で
き
ま
す
。
 

再
生
で
き
る
も
の
に
は
、
紙
類
、
ァ
 

ル
ミ
や
ス
チ
ー
ル
缶
、
ガ
ラ
ス
の
び
ん
 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
最
初
の
原
料
か
ら
生
 

産
す
る
よ
り
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
 

原
料
か
ら
生
産
す
る
ほ
う
が
、
少
な
い
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
み
、
ま
た
、
自
然
破
 

壊
も
防
げ
ま
す
。
 

例
え
ば
、
ア
ル
ミ
缶
一
個
で
は
、
 
40 

ワ
ッ
ト
の
電
球
が
約
半
日
つ
き
っ
ぱ
な
 

し
に
な
る
だ
け
の
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
 

節
約
で
き
ま
す
。
 

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
再
生
原
料
か
 

に
つ
い
て
考
一
え
て
 

ら
作
っ
た
場
合
の
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
は
、
 

ガ
ラ
ス
 15 

、
 20 

パ
ー
 

セ
ン
ト
、
鉄
 65 

パ
ー
セ
ン
ト
、
紙
 70 

、
 

75 

パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
 

ム
で
は
、
な
ん
と
 97 

パ
ー
セ
ン
ト
の
節
 

約
に
な
り
ま
す
。
 

回
収
さ
れ
た
缶
の
う
ち
、
ス
チ
ー
ル
 

缶
は
プ
レ
ス
機
で
圧
縮
さ
れ
、
製
鉄
工
 

自
動
車
を
運
転
し
て
、
信
号
停
止
し
 

た
と
き
や
、
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
 

ふ
と
脇
に
目
を
や
る
と
、
必
ず
見
か
け
 

る
の
が
空
き
缶
。
そ
し
て
、
草
む
ら
に
 

目
を
や
る
と
、
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
ぞ
 

ろ
ぞ
ろ
出
て
き
ま
す
。
 

近
頃
は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
な
ど
 

缶
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
ほ
 

と
ん
ど
が
、
び
ん
で
売
ら
れ
て
い
ま
し
 

た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
空
き
び
ん
は
販
売
 

店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
び
ん
代
が
 

返
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
空
び
ん
は
、
 

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ご
み
で
は
な
か
っ
 

た
よ
う
で
す
。
 

で
は
、
空
き
缶
が
な
ぜ
捨
て
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

数
年
前
よ
り
、
便
利
さ
を
求
め
る
社
 

会
の
流
れ
か
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
 

な
ど
の
容
器
も
、
飲
む
と
き
や
、
飲
み
 

終
わ
っ
た
あ
と
の
始
末
の
手
軽
さ
か
ら
 

缶
や
紙
パ
ッ
ク
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
 

た
。
同
時
に
「
用
が
な
く
な
れ
ば
ゴ
、
、
、
」
 

と
い
う
使
い
捨
て
の
考
え
方
が
広
が
り
 

空
缶
も
ゴ
ミ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
 

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

ノJ 

場
で
弾
（
工
「
・
土
木
資
材
用
の
鉄
筋
用
丸
 

棒
な
ど
の
鋼
材
に
加
工
さ
れ
ま
す
。
 

ア
ル
ミ
缶
は
、
再
生
地
金
工
場
で
溶
 

か
さ
れ
、
再
生
地
金
と
し
て
、
機
械
部
 

品
、
特
に
自
動
車
な
ど
の
部
品
や
、
再
 

び
「
缶
」
と
し
て
加
工
さ
れ
ま
す
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
の
注
意
点
と
 

し
て
、
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

，
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
区
別
 

（
見
分
け
方
）
 

①
缶
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
 

②
磁
石
を
使
う
。
 

．
ス
プ
レ
ー
缶
や
ボ
ン
べ
な
ど
は
、
ガ
 

ス
を
抜
い
て
お
く
。
 

保
脊
所
や
一
子
ど
あ
会
は
 

廃
品
潮
収
で
頑
張
っ
て
い
奮
す
 

町
内
の
保
育
所
や
、
各
地
区
の
子
ど
 

も
会
を
は
じ
め
、
老
人
会
な
ど
も
廃
品
 

回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
か
に
は
、
昨
年
の
実
績
が
十
万
円
 

を
超
え
た
子
ど
も
会
も
あ
り
ま
し
た
。
 

学
校
週
五
日
制
も
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
 

燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
 

空
き
缶
な
ど
の
不
燃
物
が
 

入
っ
て
困
り
ま
す
。
 

、、JJ 

〔イ。 ぐ、 

●下田川4ケ町 
塵介センター場長 

稲富保男さん 

清掃センターには、下田川四ケ町 

から毎日たくさんのごみが運ばれて 

きます。多いときは、 1日の処理能 

力（40トン）を上回ることもありま 

す。ごみの収集には、みなさんの協 

力で燃えるごみと、燃えないごみに 

分別して出していただいていますが、 

燃えるごみの中には、まだ空き缶や 

空きびんなどの不燃物が平均して7 

％も混ざっています。 

これらは、そのまま可燃物の灰と 

いっしよに処分され、資源にならな 

いばかりか、余分な埋め立てになっ 

ています。 

また、アルミ缶などは、焼却炉で 

燃やしますと、 ドロド口に溶けてス 

トー力（火格子）の中で固まり、炉 

や機械類をいため、 トラブルの原因 

になっています。そのため毎週、炉 

内の点検をして、溶けたアルミなど 

を取り出しています。 

みなさんの心づかいで資源になり 

ますし、炉のいたみも少なくなります。 

また、埋め立て q や環境保 

全のためにも、燃一 蜘、 みの中に 

びんや缶などの不燃物を入れないよ 

うご協力をお願いします。 

なお、不燃物として出されたゴミ 

は、鉄、アルミ、 ビンなどに分別さ 

れ、昨年度だけでもt000トン以上の 

量がリサイクル化されました。 

議 

草原の中は空き缶だらけ 

缶
に
は
『
あ
き
か
ん
は
、
く
ず
か
ご
 

に
』
と
い
う
標
語
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
 

い
ま
す
が
、
こ
の
標
語
は
「
あ
き
か
ん
廿
 

ご
み
」
と
い
う
意
味
と
、
「
く
ず
か
ご
廿
 

燃
え
る
ゴ
ミ
入
れ
」
と
い
う
意
味
が
隠
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
 
「
空
き
缶
も
ご
み
だ
」
 

と
い
う
意
識
が
、
ポ
イ
捨
て
や
燃
え
る
 

ご
み
へ
の
投
げ
込
み
に
つ
な
が
っ
て
い
 

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

使
い
捨
て
と
省
ェ
ネ
と
が
混
在
し
た
 

現
在
、
省
ェ
ネ
に
対
す
る
意
識
は
一
定
 

程
度
あ
り
ま
す
が
、
使
い
捨
て
を
省
ェ
 

ネ
に
結
び
つ
け
る
意
識
は
、
ま
だ
ま
だ
 

薄
い
の
が
実
態
で
す
。
 

省
ェ
ネ
と
い
う
こ
と
ば
で
す
ぐ
思
い
 

浮
か
ぶ
の
が
、
石
油
と
電
気
で
す
。
特
 

に
石
油
は
大
切
な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
 

で
子
ど
も
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
す
れ
 

ば
、
素
晴
ら
し
い
内
容
に
な
る
の
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

議
響
の
晦
麟
は
 

ど
ん
ー
な
こ
と
を
ゃ
 っ
て
る
の
 

北
野
町
で
は
、
空
き
缶
ポ
イ
捨
て
に
 

罰
金
制
度
を
導
入
し
、
規
則
の
強
化
を
 

は
か
っ
て
い
ま
す
。
 

前
原
市
や
芦
屋
町
な
ど
で
は
、
廃
品
 

回
収
し
て
い
る
団
体
に
助
成
金
や
補
助
 

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
 

き
れ
い
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 



(4) (5) 

第6回赤池町住民福祉講座開催のお知らせ 

と き 1 1 月 20 日（金）10時～15時 

21 日（土） 10時～15時30分 

と こ ろ 赤池町同和対策中央研修所 

参加費 300 円（2日間とおして）昼食は準備します。 

申し込み 電話又は、申込票で赤池町社会福祉協議会まで 

冒28一4646 
しめきり 11月17日（火） 

11月 20日岡 1 1月21日出 
講演 

「健康づくりと水泳・・・ 
水泳に年はなし」 

講師末光智広さん 

（スイミングスクール校長） 

く 昼 食 ） 
演師 

「ともに生きる」 

講師林 覚乗さん 
（篠栗町「南蔵院」住職） 

講演 

「高齢化社会を生きる」 

講師井川良久さん 
（元NHKアナウンサー） 

く 昼 食 〉 
フォーラム 

テーマ「高齢者が安心して 
住める町づくり」 

司会賀戸一郎さん 
（近畿大学九州短期大学助教授） 
発言者町立病院折口先生他4名 

富
今
の
駒
倉
鰍
 

10 

月
 15 

日
に
ま
ち
の
敬
老
会
が
あ
り
 

ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
（
 70 

才
以
上
）
 

は
千
二
百
七
十
人
で
、
八
百
二
十
七
人
 

の
人
が
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
 

過
し
ま
し
た
。
 

/
 

寿
 

長
 

》つ と
 

で
 

め
 

お
 

がイ伊ダ,‘を● 
ソフトボール 

各地区対主jt320 才 
ソフ トソ1ミール大会 

雨で、順延されていた 

大会が9月27 日開催さ 

れました。 
結果 

優 勝19支所（3年連覇） 

準優勝 9支所 

赤j也町でノフ ト71ミール連盟 

リーグ戦（ナイター）成績表 

」
お
っ
か
さ
5

ん

月

 

秋
ま
つ
り
の
ど
自
慢
大
会
が
 10 

月
 10 

日
に
あ
り
ま
し
た
。
 
25 

名
の
代
表
の
人
 

が
、
自
慢
の
歌
を
披
露
し
、
や
ん
や
の
 

か
っ
さ
い
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
 

ど

う

で

す

人

間

ピ

ラ

ミ

ッ

ト

 

10 

月
4

日
に
、
市
場
小
学
校
と
上
野
 

小
学
校
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
 

ど
の
顔
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、
練
習
の
 

成
果
を
ぶ
っ
つ
け
て
い
ま
し
た
。
上
野
 

は
引
き
分
け
、
市
場
は
白
組
が
勝
利
…
。
 

優 勝 9支所 （13勝1敗0分） 
準優勝 19支所 （12勝2敗0分） 
3 位 18支所 （9勝4敗1分） 

12支所 （9勝5 敗0分） 
猿 畑 （9勝5 敗0分） 
8 区 （8勝6敗0分） 
7 区 （7勝6敗1分） 
3 区 （7勝6敗1分） 
10支所 （7勝7敗0分） 
役 場 （6勝8敗0分） 
生 力 （5勝8敗1分） 
20支所 （5勝9敗0分） 
14支所 （4勝10敗0分） 
11支所 （2勝12敗0分） 
緑ケ丘 （0勝14敗0分） 

ノ
、
く
ノ
、
ノ
、
ノ
、
‘
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
 

少年野球――→ 

10 
月
 10 

日
と
 11 

日
に
統
一
秋
ま
つ
り
 

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 
11 

日
の
共
同
運
 

行
で
は
、
山
車
や
花
山
が
町
民
会
館
に
 

揃
い
、
シ
ャ
ギ
リ
隊
の
踊
り
の
あ
と
共
 

同
運
行
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

）赤池ジュニア・ベアーズ4 連覇 

一田川金鷲旗争奪大会ー 

今年は強い、この金鷲旗大会の 
4 連覇をはじめ、田川連盟旗大会 
(14チーム参加）、 コカ・コーラ杯 

（参加56チーム）での優勝、馬面杯 
準優勝など、輝やかしい戦績を残 
しています。 

f 

準「 

麗
一
難
擦
一
壌
湊
夢
ル
無
熟
 か
 

一
議
麟
麟
か
受
纏
一
 

福
岡
県
労
働
部
雇
用
保
険
課
 

11 

月
は
、
雇
用
保
険
“
さ
わ
や
か
受
 

給
一
推
進
月
間
で
す
。
 

受
給
者
の
み
な
さ
ん
は
、
収
入
の
有
 

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
所
に
届
 

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
業
主
の
み
な
 

さ
ん
は
、
受
給
者
が
働
い
た
場
合
に
は
、
 

職
業
安
定
所
へ
正
し
く
届
け
出
る
よ
う
 

ご
指
導
く
だ
さ
い
。
 

犯
罪
痩
資
髄
費
協
力
碑
 二諏一 

一 

7
」灘 

警
察
で
は
、
 
11 

月
を
「
捜
査
活
動
等
 

に
対
す
る
市
民
協
力
確
保
及
び
、
指
名
 

手
配
者
捜
査
強
化
月
間
」
と
し
、
強
力
 

に
捜
査
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
 

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
情
報
が
大
変
役
 

立
ち
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

田
川
警
察
署
廿
4
2
1
2
1
2
0
まで 

「
繍
欝
輸
灘
一
麟
一
嬢
議
 

10
 

月
例
会
成
績
 

優
勝
者
 

一斑I 

A
パ
ー
ト
 
焼
山
文
明
さ
ん
（
高
尾
）
 

B
パ
ー
ト
 
河
崎
義
美
さ
ん
（
松
本
）
 

c
パ
ー
ト
 

田
中
三
豊
さ
ん
（
猿
畑
）
 

△
 11 

月
例
会
・
勉
強
会
V
 

月
例
会
8
日
回
9
時
 30 

分
5
 17 

時
 

勉
強
会
 
14
 

日
出
 
21
 

日
田
 
13 

時
5
 17 

時
 

場
 
所
赤
池
町
民
会
館
 
和
室
 

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
 

ち
し
て
い
ま
す
。
 

中
村
会
長
よ
り
 

マた働 
このコーナーは、田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 

（石炭資料館） 

r 玩の記録」山本作兵衛展 

11月29日まで 

（総合体育館） 

田川地区産業まつり 

11月7日～8日 10時～16時 

・田川地区の物産・特産品を展示即売 

（文化センター） 

筑豊青l』ノ・うく書“’く断 

創立65周年記念演奏会 
11月7日 18時～ 

方城町 

町民まつり11月7日～8日 

中央公民館を中心に体育館、グラウンド 

などで、歌謡ショー、バザーなどあります。 

問い合わせ廿22-0520 役場総務課 

金田町 

ふれあい「グラウンドゴルフ大会」 

11月22日回8時30～町民球場 

糸田町 

。町民文化祭＆健康フェスティバル 

文化福祉総合会館・町民体育館 

11月7日13時～ 8日9時～ 

。講演のタべ 文化福祉総合会館 

11月17日（刃18時30分～ 

演題「今、学校、家庭、地域力変わる」 

講師「横山正幸先生」福融育大教授 

香春町 

。ふれあい朝市 8 日と22日 

9時～香春町役場前広場 

。合併35周年記念式典 

11月29日（日）10時30分～ 

香春町中央公民館 

川崎町 

。文化祭と産業まつり 

11月7日～8日（町民会館他） 

。ふくしまつり 

11月8日10時～ 

福祉センター前広場 

赤 村 
文化祭 

11月14日（前夜祭18時） 

-15日 

カラオケ大会・バザー・展示会他 

赤村住民センター・コミュニティ広場 

大任町 

文化祭 

11月3日（8: 00 -17 :00) 

11月4 日（9:00 -14 :00) 

大任町公民館 

バザー芸能他 

添田町 

。総合文化祭（オークホール） 

11月7日～8日 

作品展示・芸能発表 

（オークホール） 

。英彦山音楽祭 

入場料 ￥500 

11月22日13時～ 

。マリンバ演奏発表会（無料） 
11月29日12時30分～ 

秋まつりは最高 
・ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
9
月
 23 

日
か
ら
 10 

月
 20 

ま
で
 

【
香
典
返
し
】
o

木
内
正
勝
（
中
町
）
 

o
山
崎
カ
ズ
ェ
（
下
桜
）
 
o
田
中
近
 

（
市
場
）
o

原
田
と
し
子
（
赤
池
）
o

山
 

本
軍
治
（
西
ケ
丘
）
o

松
尾
モ
ト
（
高
 

尾
）
o

増
本
茂
（
徳
人
原
）
以
上
七
件
 

で
二
十
三
万
円
で
す
。
 

【
寄
付
】
o

赤
池
町
建
設
業
組
合
廿
五
 

十
万
円
o

小
藤
民
春
廿
三
千
円
o

市
場
 

小
学
校
三
年
P
T
A

廿
三
千
円
o

太
田
 

ミ
サ
ヲ
廿
五
千
円
o

赤
（
他
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
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みがき方のいろいろ 
スクラッピング法 

雄撫蝿韓難簿難牽響ミミ鵬響瓢と 

,,, 

ー
 

』，,,I』周予防の 
麟 ブラッシングのポイント 

・―般向き ・歯槽膿漏予防、歯ぐきの弱い人向き 
・毛先を歯に直角に当て前後、場合によっては ・ブラシの側面を歯ぐきに当て、なで上げる 

左右に小刻みに動かす ように磨く 

・歯と歯の間の掃除効果が高い ・歯ぐきのマッサージ効果が高い 

・振動幅が大きいと横みがきになり歯肉を傷つ 
けるので要注意ノ 〇岐み合う面は直角に当てて小さくシャカシャカ 

岐み合わせの面の小さい溝の中の 
ゴミをかき出すように 

0 前歯の内側は歯ブラシをタテに使います 

下の歯 

・歯槽膿漏患者向き 
・毛先を歯と歯ぐきの境に当て、細かく振動 

させる 
・歯と歯ぐきの歯垢予防によい 
・歯プラシは毛が軟らかいものを 

①歯と歯ぐきの境目をめがけてみがく。 

②歯と歯の間に、ブラシの毛先を届かせてみがく。 

③食後のブラッシングが合理的、 とくに夜のブラッシ 

ングは丁寧に。 

④ よい歯ブラシ 悪い歯ブラシ 

1ケ月に1度は 

交換しましょう。 

ル
連
盟
廿
九
千
円
o

浦
田
サ
ツ
キ
廿
一
一
 

千
円
o

十
四
支
所
廿
一
万
六
千
百
四
十
 

七
円
o

匿
名
の
人
（
四
件
）
廿
八
千
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

熊
谷
保
興
廿
一
 

万
円
o

福
祉
バ
ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
 

箱
」
n
七
万
七
千
五
百
五
十
一
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
、
一
般
一
口
廿
舌
」
）
 

o
藤
井
サ
カ
ェ
廿
一
口
o

沢
永
孝
美
廿
 

一
口
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
大
庭
美
智
枝
廿
リ
ポ
ビ
タ
ン
五
十
本
o
 

矢
島
進
廿
餅
四
こ
ニ
蛇
o

毛
利
理
容
店
廿
 

金
一
封
o

二
十
支
所
廿
金
一
封
o

森
須
 

美
江
廿
金
一
封
 

11 月福祉センターの行事 
。休 館 日 2日、3日、9 日、15日、16日、23日、釦日 

。心配ごと相談日 7 日、17日、27日 

（午前11時～午後3時30分まで） 

。健康相談日 10日（午前10時幻分～午後2時まで） 

。仏教講演会13日（午前11時より） 

。演 芸 入館者の方へご自由に舞台を提供しています。 

。福祉バス運行日 23日は職員研修のため運休します。 

その他は平常通り運行します。 

でゲートボール場も自由にご利用下さい（ナイター可）ノ 

/// 

',．§⑤歯の間をきれいにする小道具を上手に使いましょう。 

デンタルフロス ~．．’、 歯間ブラシ 

歯ぐきに接している歯垢や歯石によって歯ぐきの炎 

症が始まるので、歯周病予防は、まず第一に歯の根元 

と歯と歯の間を丁寧にブラッシングすることから始め 

ましようノ 

織I灘燕難童織ぐ ,,,,i: ,,,,I,,，舞， 難難鷲鷲難麟”灘舞麟麟馨灘麟灘難響麟 



老齢福祉年金証書 

交付のお知らせ

11月期支払いのため、年金証書を預かってい 

ましたが、お返しします。 

●い っ 11月11日（水）より 

●どこで 役場年金係（窓口5 ) 

●と き もってくるもの 証書保管証と印鑑 

（証書登録印） 

変わ り ま した 

福岡県の最低賃金

1日 4,372 円 

（時間給労働者は1時間 547 円） 

＊産業別に最低賃金が各々あります。 

平成4年1 0月7日から 

今後、従業員を雇用している事業所は、この賃 

金より低い賃金で雇用することはできません。 

お問い合わせ・ご相談は 

福岡労働基準局賃金課（公092-411-4578) 

又は、最寄りの労働基準監督署へ 

源泉所得税の 

年末調整説明会を行ないます

源泉徴収義務者の方に、年末調整事務を正し 

く行っていただくため説明会を行います。 

予
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二
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一更新一受一一犠一隣一間」憲一延一長F
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福

岡

県

警

察

本

部
 

／
 

、
 

筑
豊
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、
 

優
良
運
転
者
等
の
免
許
更
新
申
請
受
付
 

時
間
を
 110 

月
1
日
よ
り
延
長
し
て
い
ま
す
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．
受
付
時
間
 

o 8
時
 30 

分
5
 1
' 1
時
ま
で
 

（
対
象
者
以
外
は
9
時
 30 

で） 

o 13 

、
 15 

時
 30 

で
 

（
対
象
者
以
外
は
 13 

時
 30 

分
ま
で
）
 

．
受
付
時
間
延
長
の
対
象
者
 

0
更
新
前
3
年
間
無
事
故
、
無
違
反
 

の
人
 

o
軽
微
な
違
反
1
回
の
人
（
違
反
が
 

1
点
、
3
点） 

o
各
種
講
習
を
受
け
た
人
（
更
新
前
 

一
年
以
内
の
講
習
）
 

．
詳
し
く
は
、
筑
豊
自
動
車
運
転
免
許
 

I 

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
生
活
 

を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確
 

立
し
よ
う
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
第
 44
 

回
の
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
が
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
 
13 

の
福
岡
大
会
で
 

す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●
い
 

っ
 

111 

月
 28 

8
田
か
ら
 30 

6
囲
 

．
ど
こ
で
 

全
体
会
と
特
別
部
会
廿
 

「
北
九
州
市
立
総
合
体
育
館
」
 

ナ
斗
ミ
＼
学
校
教
育
部
会
り
北
九
州
 

ラ
禾
／
ュ
／
社
会
教
育
部
会
廿
福
岡
市
 

．
問
い
合
わ
せ
先
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
谷
2
8
1
4
1
 

0
～
ま
で
 

同
和
教
育
研
究
大
会
実
行
委
員
会
 

轡
義
擁
一
妙
鷲
み
鶏
ぜ
 1;
 

虜
 

全
国
同
和
教
鷲
醸
纏
鐘
会
w
 

試
験
場
（
谷
0
9
4
7
1
8
2
1
1
~
 

1
6
~
）
又
は
、
警
察
署
ま
で
。
 

開催月日 時 間 会 場 対象者 

個人徴収義務者 

法人徴収義務者 
11月26日 
（木） 

午前10時～12時 田川文化 
センタ 
ホーール 午後2時～4時 

※1．会場には、 「案内状」をご持参ください。 

※2．説明会当日は受付が混雑しますので、早目 

にお出でください。 

田川税務署公4 4一0430 

腕だめししませんか 

ワープ口3級検定試験

●い っ 12月6日（日） 

●どこで 田川農林高校 

香春町大字中津原 

’申し込み期間 1 1月1 1日（木）まで 

●詳しくは、田川商工会議所公44-3 1 5 0 

魔川さん、佐々木さんまで 

お酒をやめたい 

そんな人のために 

―アルコール依存症と断酒会― 

『酒をやめたい・やめなければならない』 と思っ 

ているが、「一人では ・」 と思っている人。 

思い切って一歩踏み出してみませんか。 

断酒会（全国47都道府県にある組織）では、例 

会と酒害者相談を開催しています。 

●い っ 毎月第4 日曜日 

12時～13時 

●どこで 田川保健所容4 4 -0 6 6 6 

●問い合わせ先 北九州断酒友の会 

田川支部長泉田さん容2 6 -2 3 9 7 

. I 

I 
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空
き
缶
特
集
の
取
材
の
た
 

一 
め
に
町
内
を
ま
わ
っ
て
み
ま
 

観
一
 

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
物
が
 

離

一
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

1

一 

ペ
ン
キ
の
 1
.
8
 

リ
ッ
ト
ル
缶
 

I

が道路に3
、6
個、いっ 

「
一
一
 

し
よ
に
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
が
 12
 

ぐ、 

枚
、
他
に
麦
の
入
っ
た
大
き
 

な
袋
が
6
個
、
エ
ッ
チ
な
雑
誌
、
古
タ
 

イ
ャ
な
ど
痛
ま
し
い
光
景
で
し
た
。
な
 

か
で
も
怒
り
を
お
ぼ
え
た
の
が
、
家
庭
 

一
 

か
ら
出
さ
れ
た
一
般
の
ご
み
を
、
公
共
 

の
駐
車
場
に
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
捨
 

て
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
で
し
た
。
情
 

け
な
い
こ
と
で
す
。
 

捨
て
る
悪
い
人
が
い
れ
ば
、
拾
う
あ
 

り
が
た
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
ま
ち
は
き
れ
い
に
 

な
り
ま
し
た
。
す
が
す
が
し
い
き
も
ち
 

で
す
。
 


